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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
 本研究は米国カリフォルニア大学サンディエゴ校に滞在中の中泉が、米国の規制影響分析の最新の動向をフォロー
すると同時に、米国の環境経済学の研究をふまえ、最新の研究のフォローアップを行い、岸本がリスク評価を含めた
我が国の動向をフォローする形で日米の国際比較を行うものである。 
 先ず中泉は、２００９年に米国の規制の事前評価の中で、競争分析の動向に着目した調査を行い、公正取引委員会
の報告書や公正取引（２０１１）にまとめている。今回はそのフォローアップも兼ね、米国環境保護庁での最新の規制
影響分析の動向についてヒアリング調査した。特にこれまでよりも便益に関する評価が向上し、従来よりも費用便益分
析に信頼が高まったこと、競争分析を経済影響分析の中でシステマティックに考察するようになったことが際立った進
歩であると考えられる。更に、今回のヒアリングでは Resource for the Future等の NPOや大学の研究機関の研究者
から中立的な観点の意見も聞くことが出来た。そこでは、NRC や SEC といった一部の委員会以外は、米国の独立規制
委員会の経済分析が十分でないという指摘が有益であったのに加え、RIA のスコアーカードの重要性に付いても指摘
を受けた。 
 更に、UCSD滞在中に、NOAAのプロジェクトの外部の研究員 Dr. Ruckelshausとディスカッションをしたのに加え、UCSD
のThe Center for Environmental Economics のセミナーに参加し、Richard Cason, Theodore Groves Mark Jacobsen
といった教授とディスカッションした。その一環として、従来から行ってきた Top runner programのエコラベルの効果に
ついて、UCSD IR/PSの Junjie Zhang 教授とディスカッションを行い、WEAIの San Diego大会（２０１１）で報告した論
文の拡張を検討した。 
 これらの成果は、上記UCSDでのワークショップでの報告に加え、WEAIといった国際学会の報告や上述の公正取引委
員会の報告書に加え、季刊評価クオータリーへの投稿と、総務省中央研修での講演等、広く政策決定の改善にもつな
がっている。 
 また、岸本は、環境や安全規制のベースとなるリスク評価手法について、物質や材料の分野だけでなく、技術や製
品までスコープを広げて、評価枠組みの比較を行った。大学授業や研修などにおいて、規制影響評価の講義を行うと
ともに、米国デューク大学の Wiener教授を招いて、規制影響評価のセミナーを東京大学で開催した。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
This project is the comparative research of U.S. and Japan regarding Economic Analysis, competition 
analysis and risk assessment of regulation. Nakaizumi, staying UCSD, mainly research the U.S. while 
Kishimoto focuses on Japanese government, In the U.S., Nakaizumi attended the workshop of UCSD 
environmental economics group and discussed Economic analysis of Environmental Regulation and how to 
estimate benefit of the regulation with Environmental Economist of UCSD such as Professor Richard Cason, 
Theodore Groves and Mark Jacobsen as well as NOAA researcher Dr. Ruckelshaus. 
And Nakaizumi visited Washington DC and had several interviews in EPA, RFF and Marctus Center. We find 
the progress of evaluation to monetize the benefit and competition analysis within economic impact 
analysis in EPA. We also find the weakness of economic analysis conducted in Independent Regulatory 
Commission except NRC, SEC. 
Nakaizumi also presented the paper at San Diego WEAI conference regarding cognitive bias of Eco-labeling 
of Japan Top Runner Program and discuss the extension of the paper with Prof. Junjie Zhang of UCSD 
IR/PS. 
Kishimoto, on the other hand, explores risk analysis not only for material but final goods and specific 
technology. Kishimoto made some presentation at several Universities and call Professor Winner to Japan 
and have him make an presentation at Tokyo University. 

 


